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Youth World Cup とは、教育的リーダーシップイベントで世界各国から集まった Youth 選手が 8 つの課題種目

を学び、友好的な雰囲気の中で学んだスキルを発表する場である。 

 今回は 6月 28日から 7月 8日の期間、アメリカ・テキサス州ブライアンカレッジにて開催され世界 19 カ国が

参加し、日本チームは選考会で選出された選手 3名に監督、マネージャーを加えた 5名が参加した。 

成績としては Trail 競技で石割森香選手が 8位入賞し、国別の最終成績としては 19 カ国中 17位だった。 

 

 参加選手のコメントは以下の通り 

 

 今回、このような機会を用意してくださってありがとうございました。 

沢山の応援や寄付金により、今回のユースワールドカップか充実したものに出来ました。 

本当にありがとうございました。                                            坂下怜奈 

 

 この度は、僕たちの事を応援していただきありがとうございました。 

僕たちは 6月 28日から 7月 8日で開催されたユースワールドカップに無事参加してきました。 

このユースワールドカップは、僕にとってとても楽しい経験でこれからも活かしていけるようなことをたくさん学

びました。これもみなさんのおかげです。本当にありがとうございました。 

今回学んだことをこれからも活かしていけるように頑張ろうと思います。                   井出涼太 

 

 7 月 10 日、無事帰国しました。AQHA Youth World Cup 2018。応援してくださった皆様。 

馬に乗せてくれた ROMI REINING HORSE 加賀原 博美様。SHERIFFIS 浅川 龍太様 藤本 愛様。 

基礎から教えて下さった 髙木 麻依子様。素敵な衣装を作って頂いた Natsuho Smd 様。 

寄付金を集める機会を下さった 原 保男様 原美貴子様。寄付金を寄付して下さった皆様。 

キャップを購入して下さった皆様。Opie、Rey、Skeeter を TeamJAPAN に貸して下さったオーナー様。 

クリニシャンの皆様。又、AQHA Youth World Cup 2018 を開催してくれた皆様。 

最初で最後、素敵でとても有意義な 11日間を経験させてくれて本当にありがとうございました。 

5 日間に渡るクリニックと 4日間の競技。馬達も暑い中、本当に頑張ってくれました。ありがとう。 

本当に有意義なもので沢山のチームとも交流させて頂きました。TeamJAPAN に関わってくれてありがとう！ 

クリニックの待ち時間や、ご飯のスキマ時間を使って、他のチームの馬との接し方を観察したり、乗り方を見た

り、チームのコーチが何を言っているだとか選手にどういうことを注意しているだとか英語でも英語じゃなくても

聞いてるだけでもわかるし、とても勉強になります。 

もちろん、1 回聞いただけや、教えて貰っただけでは身につかないのですが…。 

それでも、勉強になりましたし、実際にやってみたり、意識することはできたと思います。 

しかしながら結果はついてくることはありませんでした。今まで悔しくて泣いたことはありませんでした。 

人のミスばかりで、本当に悔しくてたまりませんでした。本当の Opie の力を出せなくて申し訳ないです。 



悔しかった事、楽しかった事、関心（感心）した事、このもう二度と無い素晴らしい経験を、一生忘れることは無

いでしょう。皆様には本当に感謝しています。 

ありがとうございました。                                                石割森香 

 

マネージャーのコメント 

 

 マネージャーとして約 2 週間の間、コーチ、選手の方々と共に過ごしていく中で私自身多くのことを学ぶ機会

となりました。初めてのことばかりで戸惑うこともあり、頼りないマネージャーでチームのメンバーには申し訳な

いと思うこともありましたが、とても貴重な経験となりました。選手の皆さんも、ハードなスケジュールと慣れない

環境の中でとてもよく頑張っていたなと思います。クリニックでは、講師の方々から手や脚の位置、目線の位置、

レインの持ち方・使い方、パターンを綺麗に踏むためのコツ、目印のつけ方など数日間で多くの指導、アドバイ

スを受けることができたと思います。また、他国の選手の練習風景や競技会での姿を見て勉強になることもた

くさんあったのではないかと思います。競技の際も、ハイレベルな国々がたくさんいる中、緊張もあったと思いま

す。それぞれの選手が納得のいく結果が出せず課題が残る事や逆に練習ではできなかったことが競技では上

手くできた事など思うことはたくさんあると思いますがそれは今後に活かすことができると思います。結果や順

位も大事ですが、それ以上にこの YWC の期間中に学び、吸収したことが多くあると思います。それらを忘れず

に、これからも選手の方々には上を目指して頑張ってほしいなと思います。 

2 年 後 、 新たな日本の十代の選手が活躍する姿を これか ら も 応援 したい と思い ます 。                                                       

宮本さおり 

 

監督のコメント 

 

 選手の皆さんは慣れない環境で休まることのない中でのクリニック、ホースショーと素晴らしかったと思いま

す。 

他国の選手、関係者やクオーターホース達と過ごした日々はかけがえのない経験となったでしょう。今回の経

験を活かし今後の人生の糧としていってほしいです。 

全体的な感想としましては、現地でチームをサポートしてくださる方、事前情報（貸与馬匹数、宿泊施設の部屋

割りなど）、語学力、大会ルールや競技についての細かい知識も必要だと痛感いたしました。 

開催される国ごとにやり方も違うようなので今回得たノウハウを文書などに残し、次回以降に活かしていきたい

と思います。                                                             下山芳樹 


